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(1) 啊，有     人       溺水            了！ (あ、だれかおぼれてる！) 






(2) “唷！伤口       全           化脓             了！” CCL 
おや  傷口  完全に   化膿する   (変化) 
(おや！傷口が完全に化膿している！) 
 
(3) “咦，37     路   公交车   换             新       车       了！” 泉州网 









(4)  a.    “哟，    全         贴          着       封      呐！” 『大宅门』 
おや  完全に   貼る  (持続)  封  (確認) 
(おや、完全に封がされてる！) 
b. #“哟，    全         贴     封       了！”1 (おや、完全に封がされてる！) 
おや  完全に  貼る  封  (変化) 
 
(5) (なくした指輪を思いがけず見つけた) 
a.    啊，原来        在     这儿      呢。 (あ、なんだここにあったのか。) 
あ   なんと   ある  ここ  (語気) 
b.  #啊，有          了，    有          了。 (あ、あった、あった。) 






















(6) 啊，钱包！ (あ、財布！) 






“啊，老鼠！” (あ、ネズミ！) (劉雅静 2012: 89 を参照) 
あ  ネズミ 
 
(8) “啊！蜘蛛！……” 『刁钻小淘气』 (あ！クモ！……) 























(11) “妈呀！ 有     个  死人！” 凤凰网 (うわっ！死体がある！) 





(12) 这里     有    个  钱包！ 中国警察网 (ここに財布がある！) 
ここ  ある  個  財布 
 
(13) “有        鬼！     哎呀        有        鬼！” 『有土地，就会有足迹』 






(14) #啊，外面  有     雨！ (あ、外に雨がある！) 
あ      外   ある  雨 
 
(15) #啊，鸟笼   里    有     只    死     鸟。 (あ、鳥籠の中に死んだ鳥がいる。) 















(16)  a. 啊，钱包！ (あ、財布！) (=(6)) 
あ     財布 
b. 啊，地    上    有     个  钱包！ (あ、地面に財布がある！) 






(17)  a. “咦，  谁        把             包           掉          在     这儿       了！” 
あれ  だれ  (処置)  かばん  落とす  ある  ここ  (変化) 
(あれ、だれかがここにかばんを落とした！) 
b. “咦，   田        里     有    个       包！” 长沙新闻网 
あれ  田んぼ  中  ある  個  かばん (あれ、田んぼにかばんがある！) 
 
人は複数の表現を同時に発話することはできない。そのため、(16)や(17)で
































(18) “哇——有          鬼           啊！” 『邂逅在你怀里』 










             a. あっ！(停電だ！) 













(20) 突然这名男子也发现了钱包，他惊喜得直叫：这里     有    个  钱包！ 









材料和厚厚的一叠机票。“刚刚           只        有    一  个  旅行        团， 
たったいま   だけ  ある  一  個  旅行  グループ 
一定          是       那个    导游         忘          在     这儿  的！”。 
















啊，有       蛇！ (あ、ヘビがいる！) 





(23) 阿布警戒的望着，突然眼睛大睁的惊叫：“少爷，    有       蛇！”十几条 




















(24) 啊，有  柿子！ (あ、柿がある！) 





(25) 啊，我      忘             了         买   柿子    了！ (あ、柿を買うのを忘れてた！) 












(26) 咦， 这          是              怎么               了？ (おや、これはどうしたんだ！) 















































‘subjectivity’について、‘the term ‘subjectivity’ refers to the way in which 
natural languages, in their structure and their normal manner of operation, 
provide for the locutionary agent’s expression of himself and of his own 




いる Traugott の言う‘subjectivity’もこのような定義に基づいたものである。 
Langacker1991: 215 は、‘subjectivity’について、‘The notions subjectivity 
and objectivity pertain to the construal relation between a conceptualizer 













する話し手の主観的な信念や態度に次第に基づいていく(‘Meanings tend to 
become increasingly based in the speaker’s subjective belief state/attitude 

























                                                   


















































































(27) 我    买          了       一  台  电视机。 (私はテレビを１台買った。) 
私  買う  (完了)  一  台  テレビ 
 
一般に、この種の“了”は完了相であるとされる。黎錦熙 1924: 143、王力
1943: 316、1944-1945: 2024、王了一 1946: 110、高名凱: 1948: 1925、吕叔湘
1980: 314、房玉清 1980: 7、张国宪 1995: 226、卢英顺 1995: 69、木村 1997a: 




                                                   
4 王力 1984 を参照。ページ数もこれに基づく。他の箇所についても同様であ
る。 
5 高名凯 1986 を参照。ページ数もこれに基づく。 
6 刘勋宁 1988: 326 をはじめとして、動詞接尾辞の“了”は実現相であると主
張する研究もある。このような研究には、ほかに刘勋宁 2010: 19、刘月华 1989: 





(28) 起       风       了。 (風が出てきた。) 













黎錦熙 1924: 307 は、語気を表す助詞の“了”は、語気の完結を表すと主張
している8。王力 1943: 332、1944-1945: 216、呂叔湘 1944: 209、王了一 1946: 
91 は、文末に置かれる“了”は語気詞であり、決定の語気を表すと主張してい
る。王力 1943: 332 は、この種の“了”は、きわめて断固とした語気により、
一種の発見や決意、あるいは判断を述べるものであると述べ、次の(29)を挙げ





成 1993a: 53、1993b: 96)、ある種の状況がすでに事実になったこと(刘一之
1995: 62-63)、限定(下地 2002: 88)、境界の転換(张黎 2003: 21)、境界に達す
ること(王学群 2004: 265)、限界達成(劉綺紋 2006: 75)、命題の実現(郭锐 2008: 
13)を表すとする研究もある。 
8 刘月华ほか 1983: 226 も、文末助詞“了”には語気を表すはたらきがあると
指摘している。文末助詞“了”が表す語気に関しては、ほかに、左思民 1999: 14、






(29) 連     姨娘      眞        也           沒臉                 了。 
さえ  おば  じつに  も  顔が立たない  (語気) 
(おばさんさえもじつに顔が立たなくなってしまった。) 
 






(30)  a. 我       不         走          了。 (私は行きません。) 
私  (否定)  行く  (語気) 
              b. 我       不         走。 (私は行きません。) 
私  (否定)  行く 
 





する研究には、龚千炎 1991: 255、1995: 75、竟成 1993a: 53、1993b: 96、左





(31) 当时我想开除了也好，这     回     当    自由  神       了， 
これ  回  なる  自由  神  (実現) 
18 
 
有                     自主                      权         了，想干什么就干什么。 
















(32) 糟了，   下     雨       了。 (しまった、雨が降ってきた！) 




















(33) 她    出去    买     东西       了。 (彼女は買い物に出かけている。) 
彼女  出る  買う  もの  (変化) (Li & Thompson1981: 240 を参照) 
 







(34)  a. 他       很         高。 (彼は背が高い。) 
                    彼  とても   高い 
b. 他       很         高          了。 (彼は背が高くなった。) 
彼  とても  高い  (変化) (Li & Thompson1981: 250 を参照) 
 
朱德熙 1982: 209 は、次の(35)を挙げ、文末助詞“了”に現時関連性を表示
する機能があることを指摘している。文末助詞“了”を伴わない(35a)は、かつ
                                                   





ェクト形式であると主張する研究には、望月 2000: 12、林璋 2004: 91、2010: 47、








(35)  a. 我  在  这儿    住          了       五  年。 (私はここに５年住んだ。) 
                    私  で  ここ  住む  (完了)   五  年 
              b. 我  在   这儿    住          了      五   年       了。 









李小凡 2000: 207、杉村 2006: 89、2009: 611、肖治野・沈家煊 2009: 519 など









                                                   
11 杉村 2009: 6 は、「変化」と「新状況の出現」の関係について、「出来事の
変化」は「新状況の出現」から拡張してできた派生義であると述べている。 




(36)  a. 下         着       雨。 (雨が降っている。) 
降る  (持続)  雨 
              b. 下     雨                了。 (雨が降りだした。) (杉村 2006: 88 を参照) 
降る  雨  (新状況の出現) 
 









湘 1980: 314、刘月华ほか 1983: 217、沈开木 1987: 5、李晓琪 2005: 219、木
村 2006: 49、2012: 141、张宝林 2006: 100 などがある。これらのうち、文末
助詞“了”のもつ文法機能について、詳細な議論を展開している木村 2006 に
ついて見てみたい。 


















(37) *她      看     我  一  眼       了。 (木村 2006: 49) (彼女は私を一目見た。) 








(38) *我  今天  早上  喝     两   杯  豆浆       了。 (木村 2006: 50) 
私   今日    朝   飲む  二   杯  豆乳  (変化) 
(私は今朝２杯の豆乳を飲んだ。) 
 
このように、木村 2006: 50 は、文末助詞“了”は新しい状況の出現を表すと
いう記述によっては、(37)や(38)が成立しない理由を説明できないと述べてい







い(沈开木 1987: 8、刘勋宁 2002: 71、谭春健 2003: 78、2004: 27-28、王巍 2004: 
35、谭春健・赵刚 2005: 17、木村 2006: 50、2012: 143、杉村 2006: 88、石定









(39) ??我   买     一   本  书        了。 (石定栩・胡建华 2006: 107) 
私  買う  一   冊  本   (変化) (私は本を１冊買った。) 
 
(40) 我       能         挣     一万  块    钱          了。 (石定栩・胡建华 2006: 107) 












(41) “不        好，  有     人       溺水            了，赶快报警！” 大河网 
(否定)  よい  ある  人  おぼれる   (変化) 
(いけない、だれかおぼれてる、早く通報しよう！) 
 
(42)  a.    “不         好， 这里     有    个   死人！” 亲民网 
(否定)  よい  ここ  ある  個   死体 
(いけない、ここに死体がある！) 
b. #“不         好，这里     有     人    死         了！” 

























った。そのような中で、杜道流 2005: 133-139 は、感嘆的に用いられる名詞一
語文を取り上げて詳細に検討している。 

















(44) 鬼！ (杜道流 2005: 136) (おばけ！) 
おばけ 
 


































このように、杜道流 2005: 136 の主張にしたがっても、(46)が成立するのに
対し、(47)が成立しないのはなぜかという問題が残される。中国語の名詞一語
文の成立条件については、解決すべき問題が残されているといえる。 
日本語の名詞一語文は、山田 1908: 1198 で提起された「喚体」と「述体」と
いう文の類型に関する議論の中で扱われることが多い(川端 1963: 32, 38、石神
1994: 75-85、1995: 1-7、尾上 1986: 556-558, 563-578、1998: 889-907、竹林
2004: 243-247、2008: 15-17, 81-82, 110-112 など)。このうち、尾上 1998: 
894-904 は、名詞一語文を分類し、その性質や用法について詳細に検討してい
る。 
尾上 1998: 894 は、対象の発見とそれに対する驚嘆とを直接的に表明する現
場依存の名詞一語文として、次の(48)を挙げている。 
 











A1 [喚体的] 発見・驚嘆 
A2 [伝達的] 存在告知 
B 存在希求 
B1 [喚体的] 希求 
B2 [伝達的] 要求 
表１ (尾上 1998: 897 を参照) 
 

























(51) #啊，雨！ (あ、雨！) (=(9)) 
あ    雨 
 
(52) #啊，雪！ (あ、雪！) (=(10)) 




(53) #Oh, Rain! (あ、雨！) 
 
















(55) 桌子 上      有    一  本   书。 (机の上に１冊の本がある。) 








(56) 墙  上       挂           着        一  幅  画儿。 (壁に１枚の絵が掛かっている。) 
壁  上  掛かる   ている   一  枚    絵 
 
“有”存在文に関する主な研究には、黎錦熙 1924: 49-51、呂叔湘 1941: 
104-109、陈庭珍 1957: 16、龍果夫 1957: 38-43、詹开第 1981: 27-34、刘月华
ほか 1983:434-440、雷涛 1993: 244-251、宋玉柱 1995: 200-207、木村 1996: 
193-194、张先亮・范晓等 2010: 129-142、范晓 2010: 4-14、2011: 4-6 などが
ある。これらの研究は、存在文の分類や、“有”存在文と(56)のような他の存在
文形式との意味的な違いの解明などに重点を置いたものが多い。そのような研
究に対して、木村 2011a: 6、2011b: 108、2012: 318 は、“有”存在文には、知
識タイプと知覚タイプの２種類があることを示し、その意味や用法を詳細に記
述した点で新しい。 




(57) 清华  历史     系       有    何冰、王奇、彭刚。 
清華  歴史  学科  いる  何冰    王奇     彭剛 










(58) 树  上     有    一   只    熊猫。 (木村 2011a: 10) 
木  上  いる  一   匹  パンダ (木の上にパンダが一頭いる。) 
 







(59) 乌鸦看见旁边     有         许多            小       石         子，想出了一个办法。 
そば  ある  たくさん   小さい  石  (接尾辞) 
(カラスはそばにたくさんの石ころがあるのを見て、ある方法を思いつ
いた。) (木村 2011a: 11 を参照) 
 




(60) 常四爷提着小筐进来，筐  里    有            些          纸钱  和      花生米。 
籠  中  ある  いくらか  紙銭  と  ピーナッツ 




木村 2011a: 11 の言う叙景的用法とは、リアルな眼前の状況に対して、話し
手(あるいは書き手)の主観的な解釈を加えず、客観的に叙述する用法であると
                                                   
13 木村 1996: 194 は、“有”存在文には、情景描写用法があると指摘している。








(61) 啊，这儿    有    个  钱包！ (あ、ここに財布がある！) 





(62) #啊，外面  有     雨！ (あ、外に雨がある！) (=(14)) 





























(63) the term ‘subjectivity’ refers to the way in which natural languages, 
in their structure and their normal manner of operation, provide for 
the locutionary agent’s expression of himself and of his own 







                                                   
14 澤田 2011: vi を参照。 
33 
 
(64)  a. I remember switching off the light. 
(電灯を消した覚えがあります。) 
























(65) The notions subjectivity and objectivity pertain to the construal 
relation between a conceptualizer and the conception he entertains, 
                                                   
15 池上 2004: 29 を参照。 
16 池上 2004: 6-7, 28 を参照。 
34 
 
i.e. between the subject and object of conception (Langacker1985; 
Vol. I, 3.3.2.4.). (主体性と客体性の概念は、概念化者と概念化者が抱
く概念、言い換えれば、概念としての主体と客体との間の解釈関係と









Shimizu2010: 2 の挙げる次の(66)を例として見てみたい。 
 
(66)  a. 広島県は兵庫県の西にある。 











                                                   
17 概念化とは、ある対象・出来事をどのようにとらえるかということである(辻
2002: 22 を参照)。話し手が状況をどの視座(perspective)、視点(vantage 







(66a)における話し手と叙述対象の関係は、Langacker1985: 121 の‘optimal 





                                               S                                 O 
 
 













       S                                 O 
 
 

























(67)  a. Mary read while Bill sang. 
(ビルが歌っているあいだメアリーは本を読んだ。) 





                                                   









な信念や態度に次第に基づいていく(‘Meanings tend to become increasingly 

















                                                   













(68)  a. Vanessa jumped across the table. 
(ヴァネッサはテーブルを跳び越えた。) 













Langacker1990: 17 は主体化を次のように図示している。 
 
         tr       XY       lm                                                                    tr        Y         lm 
 
                                                                         >                                                X′ 
 
                       G                                                                                             G 
図３ 
 




21 (68)に対する説明は、おもに河上 1996: 197-198 を参照した。 
39 
 




























                                                   










(69)  a. Vanessa is sitting across the table from me. 
(ヴァネッサは私から見てテーブルの向こうに座っている。) 


















(70) I want water. (水がほしい。) 
                                                   
23 (69)についての説明は、Langacker1990: 20-21、池上 2000: 272-273、2004: 



















a.   ‘Where am I?’ (私はどこですか。) 





















(73) “不        好，  有     人       溺水            了，赶快报警！”24 (=(41)) 







(74)  a.   “不         好，这里      有    个   死人！” 
(否定)  よい  ここ  ある  個   死体 
(いけない、ここに死体がある！) 
b. #“不        好，这里    有     人    死          了！” 
(否定)  よい ここ  ある  人  死ぬ  (変化) (=(42)) 
(いけない、ここで人が死んでる！) 






















噢，水    开          了。 (よし、沸いた。) 
よし  水  沸く  (変化) 
 
木村 2006 は、文末助詞“了”は「何らかの〈変化〉が参照時において〈既
に実現済み〉であることを表す」(木村 2006: 49)とし、「X でない状況と X と
いう状況を各々描いた２枚の絵を持ち出し、前者から後者へと場面が転換した




                                                   
25 動態動詞の直後でかつ文末にある“了”については、完了や実現を表すとさ
れる“了１”と“了２”の混合体、すなわち“了１+２”として扱う立場がある(张





















啊，有         了，    有          了。 (あ、あった、あった。) 


















a.    啊，原来       在     这儿      呢。 (あ、なんだここにあったのか。) 
あ   なんと   ある  ここ  (語気) 
b.  #啊，有          了，    有          了。 (あ、あった、あった。) (=(5b)) 





















啊，鸟   死          了。 (あ、鳥が死んでる。) 









#欸，  有    只   鸟    死          了。 (あれ、鳥が死んでる。) 
あれ  ある  匹   鳥  死ぬ  (変化) 
(cf. 欸，  地    上    有     只    死     鸟。 (あれ、地面に死んだ鳥がいる。)) 





(80) “咦， 37     路   公交车      换            新       车       了！” (=(3)) 
































(81) “不         好，  出          车祸           了，我们下去看看。” 中国共产党新闻网 










(82) 丁荣珍刚想坐下来息会儿，不经意间，她发现靠里的皮鞋架上躺着 1 只
钱包，“咦， 谁         把        钱包      忘          在     这里       了？”丁荣珍赶紧 























迹。“妈呀！  有     个  死人！” 




(cf. #“妈呀！  有     人    死          了！” (うわっ！人が死んでる！)27) 
うわっ  ある  人  死ぬ  (変化) 
 
見知らぬ人の死体を見ても、話し手はどのような出来事の結果、それがその

















(84) “啊，有    人       上吊            了！” 南方报网 (あ、だれか首吊ってる！) 













(85) “不        好，  有     人       溺水            了，赶快报警！” (=(41)) 











欸，水    开          了。 (あれ、お湯沸いてる。) 











#欸，  灯          亮            了。 (あれ、電気ついてる。) 
あれ   電気  明るい   (変化) 
(cf. 欸， 灯          亮            着。 (あれ、電気ついてる。)) 
















a. #啊，有          了，    有          了。 (あ、あった、あった。) (=(5b)) 
あ  ある  (変化)  ある  (変化) 
b.   啊，原来          掉         在     这儿       了。 








































1) a locutionary agent’s perspective as shaping linguistic expression; (言
語表現を形成する話し手の視座) 
2) a locutionary agent’s expression of affect towards the propositions 
contained in uttarances; (発話に含まれる命題に対する話し手の感情表
現) 
3) a locutionary agent’s expression of the modality or epistemic status of 















(89)  a. Vanessa is sitting across the table from me. 
(ヴァネッサは私から見てテーブルの向こうに座っている。) 
b. Vanessa is sitting across the table. 
(ヴァネッサはテーブルの向こうに座っている。) (=(69)) 
 












(90)  a. John is gone. (ジョンは出かけた。) 
b. John has gone. (ジョンは出かけてしまっている。) 
(沈家煊 2001: 269 を参照) 
 











(91)  a. 我  在  这儿    住          了       五   年。 (私はここに５年住んだ。) 
                    私  で  ここ  住む  (完了)   五   年 
              b. 我  在  这儿    住          了       五  年       了。 


































































(92)  a. 啊，钱包！ (あ、財布！) (=(6)) 






(93)  a. 啊，老虎！ (あ、トラ！) 







a. #啊，雨！ (あ、雨！) (=(9)) 
あ    雨 








a.  #啊，雪！ (あ、雪！) (=(10)) 
あ    雪 










(96) #아, 비! (あ、雨！) 
あ   雨 
 
(97) #아, 눈! (あ、雪！) 







                                                   
28 韓国語では、たとえば、見知らぬネコというモノを発見した場合には、“아, 
고양이!(あ、ネコ！)”という名詞一語文が成立する。 









(98) 啊，钱包！ (あ、財布！) (=(6)) 





(99) #啊，雨！ (あ、雨！) (=(9)) 





“啊，老鼠！” (あ、ネズミ！) (=(7)) 







                                                                                                                                                     
としない。 
(  i  ) 有人突然惊喊：“血！血！” 『筑草为城』 






















#啊，雪！ (あ、雪！) (=(10)) 






















井上 2010: 66 は、日本語の「いい天気だ」のような体言締め文を取り上げ、
中国語ではこのような形式の文が用いられることは基本的にないという。楊凱
栄 2011: 28 は、井上 2010: 66 の記述を受けて、次の(105)のような例を挙げて
いる。 
 
(105)  a.  きれいな山。 
                     b. ?真         漂亮     的  山。 (じつにきれいな山だ。) 
                        じつに  きれい  の  山 
c.  这     座  山       真         漂亮。 (楊凱栄 2011: 27 を参照) 










(106)  a. 《中国       不            高兴》 (中国は不機嫌である) 
中国  (否定)  うれしい 




このような例から、楊凱栄 2011: 28 は、日本語はモノ的に表現する言語であ
り、中国語はコト的に表現する言語であると主張している。ここで、楊凱栄
2011: 28 の主張の妥当性について検証を試みたい。 
モノ的対コト的という対立は、名詞的対動詞的という対立に置き換えること
ができる。刘丹青 2010: 3 は、英語は名詞型(nouny)言語であり、中国語は動
詞型(verby)言語であると主張している。 





(107) George likes noodles. (ジョージは麵が好きだ。) 






(108) 乔治       喜欢  面条。 (ジョージは麵が好きだ。) 
ジョージ   好む    麵 
                — 我   也 *（喜欢）/*（是）！ (刘丹青 2010: 9 を参照)(私も好きだ！) 




















(110)  a. trains from Shanghai (上海からの電車) 
                b. 从     上海  *（来） 的  火车 (上海から来た電車) 
から  上海       来る  の  電車 
 
(111)  a. ships towards the south (南方への汽船) 
                b. 向           南方  *（开            去） 的  轮船 (南方へ向かって行く汽船) 
に向かって  南方  運転する   行く  の  汽船 
 
(112)  a. guests from Hong Kong (香港からの客) 
                b. *（来）   自     香港  的 客人/从     香港 *（来） 的 客人 
来る   から  香港  の    客  から  香港      来る  の   客 
(香港から来た客) 
 
(113)  a. the pupils with the parents (父母といっしょの児童たち) 
                b. 跟  家长    们 *（在          一起）     的  小学生   们 
と  父母  たち  いる  いっしょに  の  小学生  たち 
(父母といっしょにいる小学生たち) 





















(118)  a.  我    去          还是       他    去？ 
私  行く  それとも   彼  行く 
(私が行くのかそれとも彼が行くのか。) 
                b. *我       还是       他    去？ (私それとも彼が行くのか。) 
私  それとも   彼  行く 
 
(119)  a.  老    王       是       浙江  人，  或者         老     张       是       浙江  人。 
さん  王  である   浙江  人  あるいは   さん  張  である   浙江  人 
(王さんは浙江人だ、あるいは、張さんが浙江人だ。) 
                b. *老    王       或者         老     张       是       浙江  人。 






(120) 我       想            吃     面条     或者            馒头。 
私  したい   食べる   麵   あるいは   蒸しパン 
(私は麵あるいは蒸しパンを食べたい。) 
 
＜ 我       想            吃     面条    或者           吃            馒头。 
私  したい   食べる   麵  あるいは   食べる   蒸しパン 
(私は麵を食べたい、あるいは、蒸しパンを食べたい。) 
(「＜」は前者が後者よりも常用されないことを表す。) 

































(125) 啊，下     雨       了！ (あ、雨降ってる！)  
あ   降る  雨  (変化) 
 
(126) 啊，下     雪       了！ (あ、雪降ってる！) 
あ   降る  雪  (変化) 
 
(127) 啊，     起         雾       了！ (あ、霧出てる！) 
あ   発生する   霧  (変化) 
 
(128) 啊，  冒烟            了！ (あ、煙出てる！) 













(129) あ、雨！ (=(49)) 
 

























(134) 啊，月亮     出来             了！ (あ、月が出た！) 


























                                                   
30 月が出ていることに気づいた際に、中国語で名詞一語文が用いられる場合も
ある。コーパスには、次の(ii)のような例がある。 





























(137) 啊，流星！ (あ、流れ星！) 













































楊凱栄 2011: 27 自身が指摘するように、中国語で次の(138)のような体言締め
文が成立する場合もある。 
 
(138) 真       聪明  的     孩子！ (本当に頭のいい子だね！) 





(139) “多         漂亮    的  玫瑰       啊！” CCL (なんと美しいバラだろう！) 
なんと  美しい  の  バラ  (語気) 
 
(140) “呀，     多         漂亮     的  女人      啊！” CCL 
やあ  なんと   美しい   の  女性  (語気) 
(やあ、なんと美しい女性だろう！) 
 
(141) “好         漂亮     的  花。” CCL (なんて美しい花だろう！) 
なんて   美しい   の  花 
 
(142) “好         漂亮     的                   婚纱                        啊！” CCL 
なんて  美しい  の  ウエディングドレス  (語気) 
(なんて美しいウエディングドレスだろう！) 
 
先に見たように、楊凱栄 2011: 25 は、中国語では広告や新聞のキャプション
および書名に述語形式が好んで用いられるのに対し、日本語では連体修飾の形






(143) 《学        汉语》 吴叔平主编 北京语言文化大学出版社 
学ぶ  中国語 (中国語を学ぶ) 
 
(144) 《汉语       可以            这样              教》 赵金铭主编 商务印书馆 
中国語  (可能)  このように   教える 
(中国語はこのように教えることができる) 
 
(145) 《什么  时候    说     什么》 商务印书馆 (いつなにを言うか) 
なに  とき  言う  なに 
 
(146) 『表現する中国語』 楊凱栄 白帝社 
 
(147) 『語感を磨く中国語』 楊凱栄 NHK 出版 
 
(148) 『漢語からみえる世界と世間』 中川正之 岩波書店 
 




(149) 《洁白       的       睡莲       花》 从维熙 春风文艺出版社 
真っ白い  の  スイレン   花 (真っ白なスイレンの花) 
 
(150) 《莎菲     女士  的  日记》 丁玲 (ソフィ女史の日記) 
ソフィ  女史  の  日記 
 
(151) 《年青        的  朋友》 杜鹏程 中国青年出版社 (若い友達) 





(152) 《嫁         不       出去  的            傻            丫头》 浩然 人民文学出版社 
嫁ぐ  (否定)  出る  の  愚かである   少女  (嫁に行けない愚かな少女) 
 
(153) 《山楂        村  的  歌声》 刘绍棠 新文艺出版社 (サンザシ村の歌声) 
サンザシ  村  の  歌声 
 
(154) 《没有    纽扣     的    红            衬衫》 铁凝 时代文艺出版社 
ない  ボタン   の  赤い  ワイシャツ   (ボタンのない赤いワイシャツ) 
 
(155) 《恋             上            你       的  味儿》 陈保才 东方出版社 
恋する   (補語)  あなた  の    味 (あなたに恋した味) 
 
(156) 《小妖   的  金色 城堡》 饶雪漫 译林出版社 (小人の金色の城) 
小人   の  金色   城 
 
(157) 《我   的 人生  哲学： 
私  の 人生  哲学 
马云      献给  年轻人  的  12     堂     人生  智慧     课》 
馬雲   に贈る   若者    の  12   こま  人生  知恵  授業 






(158) 『風立ちぬ』 堀辰雄 野田書房 
 
(159) 『食卓は笑う』 開高健 新潮社 
 




(161) 『舟を編む』 三浦しをん 光文社 
 
(162) 『誰かが足りない』 宮下奈都 双葉社 
 




















a. #啊，   车祸！ (あ、交通事故！) 
あ  交通事故 
b.   啊，       撞车                了！ (あ、車が衝突した！) 












啊，   车祸！ (あ、交通事故！) 



















                                                   


























(169) #啊，大雨！ (あ、大雨！) 





























(170)  a. Vanessa is sitting across the table from me. 
(ヴァネッサは私から見てテーブルの向こうに座っている。) 

















る(Shimizu2010: 3, 6)。 
 





































池上 2004: 10 は、感嘆詞が主観的な性質を帯びていることを指摘したうえで、
「雨ガ降ッテイル！」、「雨ダ！」、「雨！」という３つの表現について、表現が
短くなるほど、感嘆詞的な機能の側面が強く感じられるようになると述べてい





いる。このように、池上 2004: 10-11 は、「雨！」のような名詞一語によって構
成される未展開文は、展開文よりも主観性が高いことを指摘している。 
池上 2004: 10-11 のこのような主張は、第３章で見た Lyons1982: 102 の「自
然言語が、その構造と通常のはたらき方の中に、言語行為者による自己ならび
に自らの態度・信念の表出を備えているさま」という主観性の定義に基づいた
                                                   






















(176) “有    两   颗  炸弹！” (爆弾が２つある！) 




















中川 1987: 50 は、「日本語の形容詞が「寒い！暑い！痛い！」のように、そ
のまま叫びになったり、事態をありのままに描くことができるのに対して中国
語のそれは、(中略)たえず他者への働きかけとして機能する」と述べている。







(178)  a. #高兴！ (うれしい！) 
うれしい 
                b.  うれしい！ 
 
(179)  a. #害怕！ (こわい！) 
こわい 
                b. こわい！ 
 
中川 2005: 24 は、「日本語の形容詞の多くが叫びや呻きなどと連続した感
覚・感情の直接的な表出であるのに対して、中国語の形容詞は、ある種の感覚・
                                                   














(180)  a. 哎呀，我       可            高兴         死          了！ 
まあ    私  とても   うれしい   死ぬ  (変化) 
(まあ、うれしくてたまらない！)  
b. 私はうれしい！ (佐々木 2013: 324 を参照) 
 
(181)  a. 我     可怕       死          了！ (こわくてたまらない！) 
私  こわい   死ぬ  (変化) 






















7.2.1.で詳しく見るが、楊凱栄 2011: 19 は、中国語は事態を事実に即して言
語化する客観的把握をおこなうタイプの言語であると指摘している。一方、池




























#啊，外面  有    雨！ (あ、外に雨がある！) (=(14)) 







外边   有    雨      呢。” CCL 

















(184) 常四爷提着小筐进来，筐   里     有           些          纸钱  和      花生米。 












(185) 啊，地    上    有     个  钱包！ (あ、地面に財布がある！) (=(16b)) 






#啊，这儿    有     地震！ (あ、ここに地震がある！) 





#啊，外面  有    雨！ (あ、外に雨がある！) (=(14)) 









(188) 啊，地震       了！ (あ、地震だ！) 
あ    地震  (変化) 
 
(189) 啊，下     雨       了！ (あ、雨が降ってる！) (=(125)) 

















(190) 吃晚饭的时候，他对亲戚说：“这         几       天    有     地震，我们县里都 








(191) 烟台天气预报：明后天           有     雨 市区最高气温达 32℃ 水母网 







外边   有    雨      呢。” CCL 


















































迹。“妈呀！  有     个   死人！” 




(cf. #“妈呀！  有    人    死          了！” (うわっ！人が死んでる！)) 





a.  #啊，鸟笼   里     有    只    死     鸟。 (あ、籠の中に死んだ鳥がいる。) 
あ     鳥籠  中  ある  匹  死ぬ  鳥 (=(15)) 
b.     啊，鸟    死          了。 (あ、鳥が死んでる。) (=(78)) 









                                                   










(199)  a. “咦，     田       里    有     个      包！” 
あれ  田んぼ   中  ある  個  かばん 
(あれ、田んぼにかばんがある！) (=(17b)) 
b. “咦， 谁         把             包           掉          在     这儿       了！” 


















































“啊！   金条！”梁宝情不自禁喊了出来。 CCL 
















(204) “有   两  颗  炸弹！” (爆弾が２つある！) (=(176)) 
ある  二  粒  爆弾 
 
(205) “啊！有    只   蜘蛛！……” (あ！クモがいる！……) 
あ  ある  匹   クモ 
 
(206) “啊！有    根          金条！” (あ！延べ棒がある！) 
あ  ある  本   金の延べ棒 
 
(207) “有    条    蛇！” (ヘビがいる！) 






















(208) “江浩！有      蛇！  有     一  条    蛇！” CCL 












(209)  a. 啊，钱包！ (あ、財布！) 
あ     財布 
b. 啊，地    上     有    个  钱包！ (あ、地面に財布がある！) (=(16)) 






























a.    啊，有  月亮。 (あ、月がある。) 
あ  ある  月 

















































































(211)  a. 飲めといわれて素直に飲んだ。 
                b. 他（们）/   你（们）           让        我     喝，我      就         老老实实 
彼(ら)     あなた(たち)  させる  私   飲む  私 すぐに  きまじめに 
96 
 
                      地            喝          了。 (楊凱栄 2011: 18)  




(212)  a. (私は)彭先生から来いと言われて来ました。 
                b. 彭   老师      让        我    来，我       就         来          了。 
彭   先生  させる  私  来る  私  すぐに  来る  (変化) 
(楊凱栄 2011: 19) 
(彭先生が私を来させようとしたので、私は来ました。) 
 










(213)  a. 食うか食われるか。 
                b. 你          死     我       活 (楊凱栄 2011: 19 を参照) 
あなた   死ぬ  私  生きる (あなたは死に、私は生きる) 
 
(214)  a. 抜きつ抜かれつ。 
                b. 你         追      我    赶。 (楊凱栄 2011: 19) (あなたは追い、私は追う。) 





(215)  a. 持ちつ持たれつ。 
b. 你            帮        我，我       帮           你。 (楊凱栄 2011: 19 を参照) 








佐々木 2013: 325-326 は、中国語と日本語の視点に関する制約について、や





(216)  a.  ケンがハナコに本をプレゼントした。 
b.  ボクはハナコに本をプレゼントした。 
c. ?ケンがボクに本をプレゼントした。 
d.  ケンがボクに本をプレゼントしてくれた。 
 
(217)  a. 小     王     送       小    李  一  本  书。 
さん  王  贈る  さん  李  一  冊  本 
(王さんは李さんに本をプレゼントした。) 
b. 我    送        小    李  一  本  书。 
私  贈る  さん  李  一  冊  本 
(僕は李さんに本をプレゼントした。) 
c. 小    王    送     我   一  本   书。 





















(218)  a.    (私ハ)  嬉シイ／悲シイ。 
b. ??アナタハ 嬉シイ／悲シイ。 





(219)  a. I am happy/sad. 
                b. You are happy/sad. 
                c. S/he is happy/sad. (池上 2005: 2) 
                                                   























(220) 他       很            高兴。 (彼はうれしそうだ。) 
彼   とても   うれしい 
 
このような例から、英語と同様に、中国語でも自己の他者化という操作がお
                                                   
37 ２人称を主語に立てた“??你很高兴。(あなたはうれしい。)”は不自然であ
る。山梨 1986: 67 は、次の(iii)について、「心理的述語の主語に２人称の you
をとる文のみが非文になる」と述べている。 
(iii)  a.   I am happy. (私はうれしい。) 
                  b. *You are happy. (あなたはうれしい。) 













(221) 这个人不喜欢讲话，你           问        他  十  句，他才答你一句。 
あなた  尋ねる  彼  十  文 (吕叔湘 1980: 370) 
(この人は口が重く、人が十言聞いてやっと一言返ってくる。) 
 























































a. 啊，下     雨       了！ (あ、雨降ってる！) (=(125)) 





a. 欸，水    开          了。 (あれ、お湯沸いてる。) (=(86)) 
























(228) シェイクスピアは多くの歴史劇を書いている。 (三原 1997: 115) 
 
(229) 祖父は７年前に死んでいます。 (三原 1997: 115) 
 






























































啊，有     什么  东西    漂          着！ (あ、なにか浮かんでる！) 




啊，灯          亮            着            呢！ (あ、電気ついてる！) 
あ   電気  明るい  (持続)  (語気) 
 
木村 2012: 143 は、文末助詞“呢”は、「ある状況が問題の場に〈現然と存在








(234) #哟，      下    雨   呢！ (木村 2012: 145) 
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